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植物病 原 性 糸状 菌 Fusarium　 solani の 有 す る ウ ィ ル ス 様 粒 子

（信州 大 、 繊維、応用 生 物 ）　 ○ 野 川優 洋、影 山　努、下 坂　誠 、 岡崎 光 雄

D 目的 　 恥 sariu 皿菌 に お い て 病 原性 と の 関連 が 予想 され る 染 色 体外 レ プ リ コ ン の ス ク リー

ニ ン グ を行 っ た 結 果、F．　 solani 　 f．sp 、　 robiniae 　 SUF704に 2種 の 二 本 鎖 （ds）RNAを検 出 で き

た 。 糸状 菌 で の dsRNAは 一
般 的 に ウ ィ ル ス 様粒 子 （VLP）の ゲ ノ ム 成 分 と して 知 られ て い る 。

そ こ で 、 こ の dsRNAに つ い て 、 関連 す る VLP の 精 製 と そ の 性 質 に つ い て 調 べ た 。

2）方 法 　Czapek−Dox基 本 培地 で 培養 し て 得 た 菌 糸を液 体 窒 素 存 在 下 で 破 砕 し、 リ ン 酸緩 衝

液 で 細 胞 内 成 分 を 抽 出 後 、様 々 な 遠 心 分 離 を 組 み 合 わ せ VLP を 精 製 し た 。 精 製 し た VLPを 電

子顕 讎鏡で 観察す る と共 に 、SDS−PAGEで VLPに 関連 す る ポ リペ プ チ ドに つ い て 分 析 を行 っ た 。

ま た 、 分 生子 を介 した VLPの 伝達 挫 に つ い て 検 討 を行 っ た 。

3）結 果 　細 胞 抽 出物 の ア ガ ロ
ー

ス ゲ ル 電気 泳動 に よ る 分析 か ら、2種 の dsRNA（Rl ：2．　lkb，R2

：L8kb ）以 外 に 移勦度 の 小 さ な S，F成 分 が 観 察 さ れ た 。 こ の S，F成 分 は dsRNAを含 む核 酸 タ ン

パ ク質 複 合体 で あ っ た 。 CsC12密度 勾配遠 心 で 浮 遊 密度 1．3691m1に 分画 さ れ たS成 分 を ネ ガ

テ ィ ブ染色 し電 子顕微鏡 に よる観察 を行 っ た と こ ろ 、直径 約 3enmの 球状 の VLPが 観察 さ れ た 。

ま た 、同 じ 分 画 の SDS−PAGE に よ る 分 析か ら 主 要 な ポ リペ プ チ ドは 38kDaの 大 き さ を有 し、 ：

れ 以 外に もマ イ ナ ー
ベン ドが 高分 子量領域に 存在 した 。 また 、 R1，R2は 分 生 子を 介 して 比 較

的安定（SO−ge％）に 伝達 された 。 現在、　 Rl，R2に 対する cDNA の 合成と 、 菌糸融合を介 し た 他 の

Fusarium菌 へ の VLPの 導 入 を 検 討 し て い る 。
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大腸菌K−12株 を宿主 とす る ビル レ ン トフ ァ

ージの解析
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［目的 ］　 近年 、 分子 生物学及 び組替え DNA 技術 の進歩 と と もに 、 遺伝子発現 を最適化

す る よ うな発現ベ ク タ
ーが種 々 開発さ れ た ， こ の技術は 、 天 然 に は微量 しか生 産 され な い

物質や 、 培養が効率良 く行え ない 生物由来の もの の 場合 有効な手 段であ り 、 大腸 薗の よ う

に取扱い が容易 な菌株 で 、有用酵 素 や生理 活性ペ プチ ド等 を大量生産す るこ と が可 能 とな

っ た。 しか し 、 実際 にプラ ン ト化する際 には 様々 な問題が ある 。 プラ ン ト稼働 中の ビル レ

ン ト フ ァ
ー

ジ の 混入 も その 1 つ で ある 。 こ の よ うな フ ァ
ージ に対 す る 防御策 を講、じ る うえ

で フ ァ
ージの 感染機構等の基礎解析 を行 なう こ とは 有意義で ある と思 わ れる 。 また 、 新規

の もの で あれ ば 、 DNA　po 正ymerase ，
　RNA　polymerase ，

　Lytic　enzyme 等新規 な もの が期待 さ

れ る 。 こ の よ うなこ とか ら偶然分離されたピル レ ン トフ ァ
ージの 解析を試み た 。

［方法 および結果 ］　 大腸菌 Escherichia　coli 　KY1436 を宿主 として 組替 え D 翼 A 霙験

を行 っ て い る ときに分離 され た フ ァ
ージ TK は 、 透 明で大 きな プラ

ークを形 成 し、 本菌に

対 して 強い ビル レ ン ス を示 した e こ め溶菌液 を用 い て 宿主域 を調 べ た結果 、大腸 菌 類緑 の

腸内細菌に は感染せ ず、また E．　coli 　 B株 及びC株に も感染 しなか っ た 。
　 K−−12St由来の 菌株

にの み 感染 し 、 F 因子 の 有無 は感染に 影響 し なか っ た 。 こ の 事よ り本 フ ァ
ージ は新規 な も

の と思 われ るの で 、 ゲ ノム の 解析を行 な っ た。定法に従い ゲ ノム を抽 出 し 、 DNase
，
　RNase

制隈酵 素 に よる 消化 を行 な っ た と こ ろ 、 本フ ァ
ー

ジ の ゲ ノム は二 本鎖 DNA で あ る事 が分

か っ た 。 EcoRI，　EcoRV，
　BamHI，

　Bgl9，
　Smal 等で 切断され 、 ゲ ノム サ イズ は約 40kbと推 定さ れ

た 。 現在ゲ ノム の 詳細 な解析 及び電子 顕微鏡によ る形態の 観察 を行 な っ て い る 。
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